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子ども中心の社会へ向けて： 過去から学び、未来に向けて行動しよう

１　子ども虐待に対応する社会制度の発展への挑戦
２　世代間連鎖を断つ子どもと家族のケア
３　妊娠期からの親子支援
４　子ども虐待の予防と虐待の被害者の治療など、虐待対応に関わる機関・
　　人材の育成
５　災害の被害を受けた子どもたちのための社会制度の開発
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Towards child-centered societies: Learn from the past, Act for the future
子ども中心の社会へ向けて： 過去から学び、未来に向けて行動しよう

ISPCANについて

サブテーマ

Addressing the challenges of developing social systems to deal with child abuse
子ども虐待に対応する社会制度の発展への挑戦

Providing care for children and families to break the abuse cycle of generations
世代間連鎖を断つ子どもと家族のケア

Supporting parents from pregnancy and children of all ages 
妊娠期からの親子支援

Developing resources to support child abuse prevention and treatment of victims
子ども虐待の予防と虐待の被害者の治療など、虐待対応に関わる機関・人材の育成

Developing a social system for child victims of disasters
災害の被害を受けた子どもたちのための社会制度の開発

ISPCAN（国際子ども虐待防止学会）は、1977年に子ども虐待、ネグ
レクトに対する治療と予防を世界規模で研究、実践するために設立
されました。会員数は約1,000名で、125か国から参加。2年に１回
各国持ち回りで世界会議が開催されています。第19回世界会議は、
トルコのイスタンブールで2012年9月に盛大に行われました。

JaSPCANについて

「日本子ども虐待防止学会」は、1996年4月に「日本子どもの虐待防
止研究会」として発足。子ども虐待防止を目指し、医療・保健・福祉・教
育・司法・行政などの実践家・研究者が一同に会する研究会です。
2004年12月より「日本子ども虐待防止学会」に名称変更しました。実
践経験や研究を交流しあい、わが国の子ども虐待防止についての取
り組みの推進を目的としています。会員数は約2,600名です。

2014年9月14日から17日、第20回日本子ども虐待防止学会との共同開催として、名古屋において
第20回ISPCAN（International Congress on Child Abuse and Neglect）国際会議が開催されます。
会議テーマは、Towards child-centered societies: Learn from the past, Act for the future　
“子ども中心の社会へ向けて： 過去から学び、未来に向けて行動しよう”です。
このテーマには、1962年にアメリカの小児科医Henry Kempe博士が、battered child syndrome（被
殴打児症候群）という呼び名で医学雑誌に論文を発表してから50年間となるのを機に、子ども虐
待防止活動の観点から、子どもを最優先した社会を目指すために、過去から私たちが学んだもの
を振り返り、将来に向けての活動を構築する、という意味を込めました。
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ISPCAN（International Congress on Child Abuse and Neglect）
http://www.ispcan.org/

〒106-8580　東京都港区南麻布5-6-8　日本子ども家庭総合研究所内　TEL. 03-3440-2581
E-mail： info@jaspcan.org　　　http://www.jaspcan.org/

主　　催
JaSPCAN　日本子ども虐待防止学会
（Japanese Society for Prevention of Child Abuse and Neglect）

寄付についてのお願い
この国際会議には、世界各国から、子ども虐待の防止を目指す専門家、関係者たちが参加します。実効性ある有意義な会議とするために準備を
重ねておりますが、開催のための資金が不足しております。可能な限り経費を圧縮し、簡素化して運営したいと計画しておりますので、是非、本
会議の趣旨をご理解いただき、皆様からご支援を賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。


